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5.   Necud,alis と Mlolorchus についての論争

前項までに述へたように, 總の くなった種の方は

Stenoptert‘s に入れることが一般に受け入れられたが,
翅總の短縮された種の方では主にイギリスとフランスの

昆虫学者の間で論争が続いた。

1853 および55年に WHITE が大英博物館のカミキリ
のカタログをまとめた時, 破は NEWMAN の意見を全

面的に採用した。、、'HITEの方タログ中から属とそのシ
ノニム, および一::'の に含まれている種を第4 表に示し

た'o'。
IS59年,  スェー デンのC. G. THOMSONl7' 〔J. THOM-

SON とは別の人で.ちるが,  しばしば混同されている〕*
は, NEWMA,S や 、、'HITE に近い考え方であるが,
LINNE のl - iS年の .Vecydalis に入っ ていた ,n a., o r

と minor のうち, ,,taj or を iVec・、,d al i s に含ませ,
_nor の方は新 C - loptera を作り* 'これに移し,
この属のタイプf重に指定した。 Moiorc・h“s には FAB-

RIcIus が l 9:2年にこの属を作った時に入っていた um-
beltatarum を:あて一:: この属名も残した。 すなわち次の

ようである。

.、「ec、・d al is ma jor
Mo iorcht‘s t‘mbe uatar um

Caenoptera minor
1866年l ' 'には被はCaenoptera を Mo1orchusの亜
属とし**

Mo1orcht‘s (s. st r ) umbe11atart‘m
Mo1orcht‘s (Cae,toptera) mtnor

としている。

フランスにおいて: i:., WHITE のように M o1orcht‘s

を廃したり, C.G. THOMSON  のように新属を設立して
minor をそれに移すような分類法には反対で, J. TH0-

第4 表 WHITE (1855) の分類Io'

一 -   ・ -   - - l - - -        - - -  - - - - _ - -            _ -    ・ ・    - ・  l l ・

シ ノ ーム .LVecydalis (一部) LINN.a)
(;ymnopter ion (一部) SCHRANK

名

産

地

1. Sidus NEWMAN,  オーストラリア
2.  u eua tarum. LINN., ョー ロツパ

3.  insular is 新 ,  文那 (11:港)
4. bimacu,1atus SAY,  北アメリカ

5.  Corn i LECONTE,  合 国 (アラ,'マ,
力ロライナ)

6.  mi nor LINN.,  ヨー ロツ , 、

'-.  I, ldicus HOPE, 北イン ド

S.  ntgriceps新和, 東インド(Moulmein)
番,J-,  属名;  ll2b' ,Vecydalis LINN

シ ノ ー ム Motorch!‘s (一部) FABR.e'

Gvmnop・terion (一部) SCHRA‘NK

種

名

産

地

1.  maj or LINN., ヨ ー ロ , , 、

2. ‘fMt CHEVR., ヨ ー ロ ッパd'
3.  melanop tert‘s DEJ.,  ブラジルe'
4.  aur icomus NEWMAN, オース ト ラリア

5.  ? depressus MOTCHULSKY,「 コーカ
サス,   ウラル山脈

6.  ,ne i l i tus SAY,  北ア リガ (合衆国)
a) 117 番, Ste'topterus ILLiGERのシノニムの所にも.

Nee:ydal is (一部) LINN. とある。
b ) 111番, C;1aphvra NEWMAN は現在は Molo reh us の

シノームo この属の唯一の種の semMsta NEWMAN l:t , .、l
bimaeulatus の亜種になっている。

c ) 115番, Hesthesis NEWMANのシノームの所にも, .、!o-
1orchus (一部) FAB. とある。

d )  2 種をはっきり区別しているのではなく , ma.,or の方に
も現在 ulmiのシノニムとされている種が3 つ入っている。

e ) 現在の何に当るか未調査であるが, ‘Vecydai is ではない。
f ) Moto rc hus umbe u at a r u m のシ ノーム。

KUsAMA. Keiichi : Histor ical Review of Nee:>'dal is
(Ce ram b、,c idae ) ( ll )
〔  〕中は 者の注。

* '原著を見ていないので.   Caenoptera が新属でi fかれた:0、,
新亜属か不明。  引用した文献を見ると両者がある。  一応前号

第2 表の 「亜属として記較」 は取り消しておきたい。
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MsoNはl860年の彼の著書中では次のよ うに取り扱って
いる 'o)。

245

246.
シ ノ ニ ム

ダイ プ種

G. ・Vecydah's L.
(WHITEカタログ,  p. l81 6種)

G. M o1orchus FAB.

Hel iom anes NEWMAN

( ymnopterion SCHRANK
M minor L. ( Necydalis)
MULsANT氏を手本として私〔=J. THO-
MSON〕  もこの種が,   この属のタイプ種

と考える。

と述べ, Mo1orchusのタイプ種に minor を指定し,
さらにl864年l9)にはNecydalisのタイプ種としてN
major を指定した。

MULSANT も 1862 年の彼の “フランスのカミキリ”

の第2 版で-o' , Mo1orchus (s.str ) に minor を入れ,
新IIE属 Linotnit‘sを作り,  これに“mbe11atarum 1 種

のみを合ませた。 この J. THoMSoN-MULsANT方式
が今まで日本で用いられてきた分類法である。

FA IRMAIRE も同じような考え方で, l864 年の彼の

“ヨーロッパのtP ” 中において l ',  Moiorchus に

Int ,for を指定している。 その他もほぼMULsANTに同
じであるが, 異なる点としては Co,,chopterus なる新
属を作り,  こ h,に ,‘mbe11atarum l を入れたことで

あるo
一方イギリスにおいては, IS31年の CURTIS'°'  およ

び WESTWOOD (Isle年)13'は, 両者とも .Vecydalis
の ダイブ は minor であると指定しており,  この考え

方を受けついで PAscoE はIS67年aに,  フランス流の

分類法に反対し, 次のように主張している。

「Mo1orcltt‘s は FABRICIUS により ‘V maj or L.

に対して創立された属である。  Necydalis  の名前は最

初 LINNAEUSにより彼の“I ter OElandicus ' *中で,
N minor に対して用いられた。  しかし“Systema Na-
turae'' の第12版中で〔第10版の間速いと思う。 Zoologi-
cal Record 4: 291 (1S67) にもその指摘あり〕** 初め

てその特長がはっきり述べられている。 そ してその時

は, ・V ma.,orが先に置かれている。 それゆえ,  もし,
属の第 1 番目の種をダイ ブ種と して取るならば,  1 つの'

種に2 つの属名が与えられる こ とlこなる 〔Mo1orchus

* LINNEがいつ書いた著書か未調査。  しかし “Fauna Sue-
olea'' の第1版6) (1746年) でも, .iVecyda l is には mi no r

しか含まれてないとのこと。
一 〔  〕 中は 者の益。

major と Necydah's maJ'or〕。  しかしこの属の第1 番

目の種をその属のタイプ種とする,  という法則をリンネ

の種に常に適用するのは間速いであり,  また通常このこ
とは行われていないo 例えば,  いわゆる彼の Leptura
のタイプは今では Donacia で あ り,   Ceramby.t は

Acrocinusである (LePtura およびCerambyitの属
の1 番最初に ll:かれている aquatica と 1ong imanus
のことで,  前者はハムシ科のネクイハムシの l 種,  後者

は南米のテナ力'カミキリである〕。 その他 Scarabacus,
C‘mtharis, Tenebrio, Carabus, Elater ,_ どでも第 l
番日の種は別の新しい属名が付けられている。  さてNe-
cydalisについてリンネの記述した特長に非常にあいま
いなもので, “Antenna setaceae. Elytra alls minora,
breviors angustior. Cauda simple '. 最初の記述はお

そらくハサミムシとの区別のっも り であったと思われ

るo

一方,  FABRIcIUs のMo1orchusの記 は明らかに

第 l 番目の種である M.  major  のみから取られてお

り,  これはEnt. Syst8)中の彼の法則〔属の第 l 番目の
種をタイプ種とする〕 に従っている。  もし FABRICIUS

が V m inor をタイプ種として取ったのならば,   彼は

“A nte nnae t horace longicoribus' 〔触角:;::前Ia'lより
も長い〕 とは,tjかなかっただろう。 なぜならば, minor
で:-_發角は体長の2 信もあるから。  リンネの の定 は

どの種にも当て:;tまるが,  事実彼のaの大部分は 質の

ものである。 FABR IcI Us の記 に0・' っ ,こ り と 'naJ'or
に::通i用されるが, mi,for には通用され '1:い。 それl l)
えiL. 〔PAscoE〕 は,  Mo1orchtsのタイプ種にmajor
を当てるべきで,  ,Vecydalis に:=最初にこ:リ名前を与
えられたminor に対して用いるべきであると思う」。

以上のように理路整然と, ・Vec_、,dalis とMotorchus
のタイプ種はフランスで言っているのとはちょうど逆で

あると述べている。

こ 0主張に対して,  フランスの LACORDA IRE2S) は

1869年, 彼の大著 “Genera des coleopteres'' の 77頁
の脚註において,

「.Vecydalis と Mo1orchus の名前に 明を必要と

する。 一番最初の .Vecydal is の記 は, 1 3;i)一年に出版
されこ “Systema Naturae” の第1 版中で, こ0本は非
常に なものであるが,  この中で: - 何ら種の指示はな

い。 その後リンネはカミキリモドキ科とジ・ ウカイ科の

後に置き, N mi,for と umbel tatart_l・.次いで 、m a -

J'or を追加した 〔_nOeaaiar!‘m について:二, 現在は

SCHREIBER となっている〕o
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1792年, FABRICIUSはこの3 種をもって Mo1orchus
属を作り 〔本当;1:・i 種, 前号参照〕, Necydalisなる名
前に.カミキリモドキなどに用いた。
長い間このように考えられていたが, MULsANT

(1S39年) がこれら2 属を区別した最初であり,  Nlecy-
dal is に ma,'or を, Mo1orchus には他の2 種を当て

た。後者〔minor〕が原記載の中でNecydalis につい
て述べた性貿 ;こ通i合する唯一の種であ り,  も しその事が

よ l) 価値のある事ならば, PAscoE の意見のように逆
になると i 〔LACORDA限E〕 は思うo さもなくば Mo-
1orcht‘s を鹿要して NEWMANによってminor とum-
be11atar um をもって設立された Hel ioma,tes  を探用

しなけれは' '◆二 ら一 いo しか しながら少な く てもフ ランス

において:;::,  最近の著書の中では MULsANT の意見を

用いた。 命名法をこれ以上混乱させないために一致させ

る義務があると fi t 思 う」。

と述べて,  .、'ec_、・dalis L. に abbre・t1iat t‘s PANZER,
major L.. ,neMtl‘s SAY の3 f重を入れ, Moiorcht‘s
FAB. に m t n o r L. を, Conchopterus FAIREMAIRE
に i‘mbeitatar t_ t を入れている。
このフランス IILの .、,1ecydalis  のタイプ極を m a., o r

とする考え方が.  その後 ドイツでも  GANGLBAUER
(ISSつ年) ',   REITTER (191年) '' ',   オランダ人の

AURIVILLIし'S (191つ) t '),  ロシヤのpLAVILSTSHIKOV
( l936)、;'') などでもi来用され,  現在に:iiっている。

6. NecUdalis と Motorchu.s
の今までの分類法 '

以上 史的に述べてきた分類法をまとめてみると,
〔 I 〕 .、-. ,n l ,,or を .Vec_、・dalis属とする。

{ .、-ec:、・dalis mi,for_、 oforc /1l‘s 'n aJo r

Cし-RT IS ( IS34)
、、ESTl、'COD (Is le)
PASCOE (IS6'-)

〔 l 〕 .、'. major を .Vec_vdaiis属とする。
( i ) .、1o1orchus を認め, minor をこの属の代表的
な極とする (以下の亜属などを認めない人 *印,  も少な
くない)

「.、'ec_、' - is"laJor
t.l1oforct‘s m inor

Mo1orc1l t‘s, M. (Linomius) また ;::  Con

choptert‘s umbe11atarunt
Mし-LSANT (IS39, IS62)
TH0.、lsoN, J * (1S60,  IS64)

FA IREMA IRE ( l864)
L ACORDAIRE (1869)
AURIVILLIUS* (1912)
MIToN0 (1940) 30'
GRESSITT ( l951) 31)
L INSL;EY* (1963)

( ii)  Moiorcんusは認めるが, minor をこの属の代
表的な種とは認めない。

{Vecydai is maJ'or
Caenoptera または Mo1orchus (Cae,topte-
ra) minor
Motorchus umbe11atar!‘m
THOMSON, C.G. ( IS59, 1866)
PLAV ILSTSH IKOV ( l936, l940:'01, 1948a2')

(i i i) Mo1orchus を認めず, ・Vecydalisのシノニ
ムとし, Motorchu,sの代りに別属を作る。

{ 」Vecydalis majorHel iomanes m inor, l i t‘mbeltatar !tm
NEWMAN (1840)
W HITE (IS55)

{ ・Vecydaiis maJ'orCaenop・tera minor, C m be11atar um

REITTER (1912)
pICARD ( l92.1) 3a'

以上の・l つの様式に大別できる。 者の意見とその理

Lt!は後で述べるとして, 19~20t!l:紀における別の間題に
ついて触れてみる。

第5 表 J. THOMSON (1Sbf1) .つ,、'ec、・dal ini

番号・ 属 名 地
上 現在の族

23 S Ste'topterus ILLIGER ・111 Stenopterini、'
239 Ca M ,n!‘s MULsANT 州 Stenopterinia'
24C, Stenor/opalus BLAN-

CHARD( Plat、,noceraの 南 米 、、lee、・dal i ni
シノニム)

2-ll Hephaestto,t NEWMAN 南 米 ecydal ini
24:2 CoiobusSERVILLE (nee

ILLIGER) (ホノーム, 東洋区Cal lichrominib'
‘、Jothopet‘s PASCOE) ,

12431 atAymOSC言 南 米 Necydal1nll OMSO N

244, U1ochaetes LECONTE 北 米' Nee、・dal ini
245: .Vecydaas LINNE 是 No d、-d al i ni

l 旧 北, . .

2461 Motorchus FABRICIUS北米, Molorchml
247; i pam'a PAscoE 是 l Molorchini

a ) AURIv ILLItJs のガタログ (1912年) では Molorchini.
b ) GREssITT & RONDONの“ラオスのカミキリ” (1970年)

p.140, Fig 24 c参照
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b

d

Cent rodera

、 、
_

En cyctops

roro i ,'n us

Pidonia(0mpha1odera)

A noptode ra( Co r1fm1bia)

第2 図 ハナ カ ミ キリ亜科の後理1翅脈40), '

7. Noel,da tis, M,olorchusおよび
Stenopterusの T r ibe について

これら3 属は最初はすべて同じグループに属すること

を疑わずひとまとめにして, 現在の Necydaliniに相当
する Tribe (族) に入れられていた。

例えば J. THoMsoN (l860年) では, Lepturitae(現
在のハナカ ミキリ亜科に相当) の第 9  Division Necy-
dalitae (族に相当) には10属が含まれているが,  これ

らは現在では -l 族に分けられている (第5 表)。
1864年 SCHJODTE34)が初めて

h

k

_
3A:  2A, 2A二 I A

十3A二

S tyton‘s

Anef1omorpha

Catt idi tim

Xy1ot rechtls

Cal i imoxys

Mole rebus

第3 図 力ミ キリ 亜科の後 組9、IC'

.Vecydalis→Lepterini (現在の亜科に相当)
Motorchus→Cerambycini ( 〃 )

と異なったグループに入ることを明らかにした。 そして

Stenoptert‘sについては, Ca1lidini に類似すると述べ
ているo

次いで1S66年, C.G. THOMSONがMo1orchus FAB.
と Caenoptera THoM. を Cerambycidae の Motor -

china (族) に, ・Vecydalis L.  を LepturitaeのNe-
cydalina (族) に属するという現在の形にした。
しかしその後も Necydalis をヵミキリ亜科iこする人
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m

n

N. g igantea

1、f mor iyai

N fo rmosana

q
r

N. odai

N ha r mandi

IV. sol ida

第4 図 .、'ec_、,daiis の後期通脈36'

-1、、
. 、

, /

も多く, 例えば PIcARD (l924年)33', 松下真幸 ( l933
年)3''), 水戸野 夫氏 ( l940年)3°)がある。
ハナカミキリ亜科とヵミキリ亜科の区別点は次のごと

くである。

中胸背板の発音部は中央の線で左右に分けられる。

後期翻脈に Al と 2A2 が存在し, I A が 2A,+。と
接続している

(第2 図)
ハナカミキリ亜科

中胸背板の発音部は大き く ,  2 つに分れず一体にな

る。 後翅翅脈は 2Al  または 2A2 を欠くか, ある

いはその商者 とも欠 く一ーーーーー一 カ ミキリ 亜科

(第3 図)

ではいったい Necydalisはどうかと言うと, 発音部は

一体で左右に2 分されていない。 これは明らかにカミキ
リ亜科型。

後翅翅脈は郷違氏の最近の発表36) を引用させて戴く

と, iVecydalisCVecydalis) のgiganteaとmoriyai,
N. (Eonecydalis) formosana は 2A1 と 2A・ があ

りハナカミキリ亜科型 (第4 図m, n, o)。 .Vecydalis
(1Necydalisca) の harmandi と solidaは 2A2 を欠

き (第4 図 s, t), カミキリ亜科型。 ‘V cd‘u に至って
は個体により 2A, と 2A。 のある もの (第-l 図 p),
2A, を欠くもの (第-1 図 q), 2A2 を欠く ものがある

(第4 図 r) ./' (後翅翅脈の記号は FoRBEs3') のを使

用)。
2Al と 2A2 の存在する場合でも, 真のハナカミキリ

科の属の後期では :2A。 が Y字状に l -、 と 、、,の両
者に接続しており, かなり述つた印象を受ける。そのた

め :tAt と2A,があるからハナカミキリIIE科と号えるよ
りは,

,Vec_、,daiis(‘、'ecydaiis) →‘V. odai→.V. (.Vec.、, la-
1isca)→2Al を欠くヵミキリ i[E科→2.,、l  と A・ のな

いカミキリ IE科→Calli,,for_、,s 型→ .、f o1orc・/1us 型
と, 一速の通脈の1fiり:を-1?え, 後通 に:?aしてはもっ
とも原始的なカ ミキリ重ll科と ,15-えた方が道前が立つよう
に患う。

以上述へたよう;二, ・Vec_、,d‘,11s ;;t現在の分類法iこ従
えば,  カミキリ亜fトiこ入れる方がハナカミキリ亜科に含
めるよりは要当で:らると言うことができるが, 両li t科の
いずれに入れてもしっくりいかない. これと同じよう.な
例は Phi lus など.l 属を含む Phi l ni で,  ノコギリカ

ミキリ fif i科に入れる人と, ハナカミキリ1111科の族にする
人があり, 結論が出なかったが, CR0?、'SON (l955年)3S)
は Phil inae と 立させてしまい, GREssITT and R0-
NDoN ( l970年) 'もこれを示持している。
これにならい, ecydalinaeを提案するのは, Nee_、,-

dalis 以外の 、、・ecydalini の属の後理がほとんど調べら

れていない今日, あまりにも早計であるが,  1 つの可能

性として考慮しても良いであろう。
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Mecudat is属の研究史 (I) の言T正と追加
第 l 表 (Vol. 1, No. 1, p :1, 番号 l l , bro◆・icornts)
カミキリモドキ科? (J 0 - ツツシンクイ科 (正)

.  FABRICIUS( lS0l) は Systema Eleutheratorum
l (p. S-) で, Lymer_、Ion属に移したが,  この属は

Lyme、、、,・1onidae ( ツツシンクイ科) の基本属で;らる。
その後SCHENKLING (l915) は JU、lKのColeoptero-
rum Catalogus, Par64 (p 3) で . i t ractocer“s PALIs
属に入れている。

第3 表 ( ibid., p 3, 下より2 行目)
MULRANT (誤) 一→ MULSANT (正)
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